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表層 1960 65 70 
0/5 32.88 32.80 
1/6 33.19 
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から湾中央にかけて 1960~1964 年の 1/2 に
低下している。このような湾奥の状態は次第
に湾口にまで波及して来ている。溶在酸素飽
和度と透明度に見られる，田辺湾の経年的な
環境悪化の傾向は瀬戸臨海実験所の立地条件
に関わる重要な問題となって来ている。
